
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
以
下
、
再
エ
ネ
）の
導
入

拡
大
と
と
も
に
、
分
散
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
電
化
／

電
動
化
な
ど
が
不
可
逆
的
に
進
む
な
か
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
東
京

大
学
と
日
立
製
作
所
は
、
２
０
１
６
年
６
月
に
、
産

業
界
と
大
学
が
よ
り
良
い
社
会
を
実
現
す
る
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
か
ら
始
め
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
課
題
に

組
織
対
組
織
で
取
り
組
む
「
産
学
協
創
」
の
新
た
な

ス
キ
ー
ム
の
も
と
「
日
立
東
大
ラ
ボ
」
を
設
置
し
、

特
に
電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
検
討
を
進
め
て
き

た
。

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

あ
る
べ
き
姿

日
立
東
大
ラ
ボ
で
は
、
オ
ー
プ
ン
な
議
論
に
よ
る

社
会
的
合
意
形
成
を
目
指
し
て
、
技
術
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
観
点
に
立
っ
て
検
討
を
進
め
、
提
言
「Society

5.0

を
支
え
る
電
力
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て（
第

２
版
（
注
）
）」
を
２
０
１
９
年
４
月
１７
日
に
公
開
し
た
。

Society
5.0

の
世
界
で
は
個
人
の
生
活
が
主
役
と

な
り
、
地
域
社
会
ご
と
に
特
色
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
の

規
模
拡
大
を
前
提
と
し
た
均
一
性
を
持
っ
た
集
中
型

の
概
念
か
ら
転
換
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、

人
々
の
想
像
力
・
創
生
力
を
活
用
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
と
同
時
に
、
む
し

ろ
積
極
的
に
新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
い
く
世
界
を

目
指
す
。

こ
の
た
め
に
、
電
力
・
ガ
ス
・
水
道
に
加
え
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）・
自
動
車
・
物
流
な
ど
が
協

調
し
て
、
地
域
社
会
に
適
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
流
通
の

仕
掛
け
を
再
構
築
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
や
地
域
資
源

保
護
な
ど
の
環
境
性
、
生
活
の
利
便
性
や
快
適
性
、

災
害
に
対
応
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
シ
ー
に
か
か
わ
る
多

様
な
価
値
を
実
現
し
て
い
く
。
そ
こ
で
は
、
エ
ネ
ル

S
o
c
ie
ty
5
.0

を
支
え
る

電
力
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て

（
日
立
東
大
ラ
ボ
の
提
言
か
ら
）

（注）詳細は、http://www.ht-lab.ducr.u-tokyo.ac.jp/2019/04/17/news11/参照

吉
村

忍

よ
し
む
ら

し
の
ぶ

東
京
大
学
副
学
長
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ギ
ー
の
「
量
」
の
価
値
に
加
え
て
、
再
エ
ネ
普
及
に

対
応
す
る
た
め
に
供
給
力
や
短
期
変
動
へ
の
需
給
調

整
能
力
な
ど
の
「
質
」
の
価
値
も
流
通
さ
せ
る
イ
ン

フ
ラ
お
よ
び
制
度
を
組
み
入
れ
る
。
さ
ら
に
、
地
域

社
会
と
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
の
役
割
に
つ
い
て
協
調
を

前
提
と
し
て
再
構
築
す
る
。
現
在
は
基
幹
シ
ス
テ
ム

が
電
力
系
統
全
体
を
制
御
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る

が
、
将
来
は
地
域
社
会
が
供
給
す
る
調
整
力
に
も
主

体
的
に
参
画
し
て
も
ら
い
、
わ
が
国
の
電
力
シ
ス
テ

ム
全
体
と
し
て
「
３
Ｅ
＋
Ｓ
」（
安
全
性
を
大
前
提

に
、
安
定
供
給
、
経
済

効
率
性
、
環
境
性
を
バ

ラ
ン
ス
さ
せ
る
こ
と
）

を
成
立
さ
せ
る
制
度
・

政
策
を
準
備
し
て
い
く
。

以
上
述
べ
た
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
あ
る
べ
き
姿
を
具
現

化
し
て
い
く
手
段
と
し

て
、
以
下
�
、
�
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

�
評
価
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需

要
・
供
給
を
担
う
多
種

多
様
な
利
害
関
係
者
が
、

オ
ー
プ
ン
で
、
定
量

的
・
客
観
的
な
情
報
発

信
・
共
有
を
行
う
た
め

に
、
社
会
便
益
ま
で
を

評
価
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
と
公

正
な
運
用
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
一
事
例
と
し
て
、

「
広
域
安
定
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」
を
開
発
し
た
。
こ

れ
を
用
い
て
再
エ
ネ
大
量
導
入
時
に
、
需
給
バ
ラ
ン

ス
確
保
に
加
え
て
、
系
統
故
障
を
想
定
し
た
過
渡
安

定
性
を
考
慮
し
て
再
エ
ネ
導
入
限
界
や
出
力
抑
制
の

必
要
量
を
検
討
で
き
る
。
現
状
で
は
電
力
系
統
や
発

電
設
備
の
情
報
は
非
公
開
の
た
め
、
地
図
情
報
等
か

ら
推
定
し
た
近
似
デ
ー
タ
や
電
気
学
会
標
準
モ
デ
ル

等
で
代
用
し
て
い
る
。
今
後
、
評
価
解
析
や
分
析
に

用
い
る
デ
ー
タ
の
公
開
・
開
示
の
技
術
的
仕
組
み
と

ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

�
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ナ
リ
オ
と
制
度
・
政
策

２
０
３
０
年
、
２
０
５
０
年
と
い
う
長
期
の
視
点

か
ら
、
あ
る
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
的
・
内
的
な
要
因
に
起
因

す
る
不
確
実
性
に
対
応
す
る
た
め
に
、
複
数
の
シ
ナ

リ
オ
に
よ
る
議
論
の
推
進
と
多
様
な
技
術
選
択
肢
の

準
備
も
必
須
で
あ
る
。
複
数
シ
ナ
リ
オ
上
の
将
来
像

か
ら
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
に
よ
っ
て
技
術
開
発
や
設

備
投
資
な
ど
の
移
行
戦
略
を
明
確
化
し
て
い
く
。
こ

の
た
め
に
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
３
Ｅ
＋
Ｓ
の

ア
ウ
ト
カ
ム
を
評
価
す
る
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
駆
動

型
政
策
」
を
導
入
し
、
投
資
促
進
と
効
率
化
を
両
立

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
地
域
社
会
に
お
い

て
は
、
経
済
循
環
の
創
出
に
よ
り
地
域
創
生
を
支
え

て
い
く
た
め
に
、
デ
ー
タ
流
通
や
資
金
循
環
の
技
術

的
仕
組
み
と
ル
ー
ル
の
構
築
も
求
め
ら
れ
る
。

図表１ Society 5.0を支える電力システム

Society 5.0実現に向けたエネルギー・温暖化対策
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社
会
的
合
意
形
成
に
向
け
た

議
論
の
高
ま
り

日
立
東
大
ラ
ボ
の
オ
ー
プ
ン
で
技
術

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
活
動
と
歩
調
を
合
わ

せ
る
よ
う
に
、
国
内
各
所
に
お
い
て
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
未
来
志
向
の
議

論
が
活
性
化
し
て
い
る
。
経
済
産
業
省

で
は
、
２
０
１
７
年
８
月
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
情
勢
懇
談
会
に
異
な
る
立
場
の
有

識
者
を
招
聘
し
、
国
内
外
の
情
勢
を
客

観
的
か
つ
オ
ー
プ
ン
に
議
論
し
た
。
さ

ら
に
は
２
０
１
８
年
１０
月
か
ら
「
次
世

代
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
電
力
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
在
り
方
研
究
会
」
を

開
催
し
、
産
学
官
の
有
識
者
に
よ
っ
て
、

２
０
３
０
年
以
降
も
見
据
え
た
中
長
期

的
視
点
に
立
っ
て
技
術
や
新
ビ
ジ
ネ
ス

等
の
課
題
が
整
理
さ
れ
た
。
特
に
デ
ー

タ
公
開
・
開
示
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構

成
や
費
用
負
担
の
具
体
的
な
整
理
が
進

ん
で
い
る
。
今
後
、
日
立
東
大
ラ
ボ
に

お
い
て
も
上
述
の
評
価
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
検
討
で
得
た
知
見
を
も
と
に
、

デ
ー
タ
流
通
に
関
す
る
さ
ら
な
る
具
体

化
と
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
を
進
め
て
い

く
。

経
団
連
に
お
い
て
も
、
２
０
１
９
年
４
月
に
提
言

「
日
本
を
支
え
る
電
力
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る

―
―Society

5.0

実
現
に
向
け
た
電
力
政
策
」
が
出

さ
れ
、Society

5.0

実
現
に
向
け
た
新
た
な
電
力
政

策
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
日
立
東
大
ラ
ボ
で

も
、
こ
れ
ら
指
摘
も
咀
嚼
し
な
が
ら
、
社
会
便
益
を

向
上
さ
せ
る
技
術
開
発
や
設
備
投
資
の
促
進
に
必
要

と
な
る
資
金
循
環
の
技
術
的
仕
組
み
と
ル
ー
ル
づ
く

り
に
つ
い
て
提
言
を
深
化
さ
せ
て
い
く
。

横
断
的
人
材
の
育
成

Society
5.0

を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

実
現
し
て
い
く
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
貢

献
に
資
す
る
イ
ン
フ
ラ
産
業
を
創
生
し
て
い
く
た
め

に
は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
シ
ス
テ

ム
、
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
一
体
で
と
ら
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
東
京
大
学
で
は
、
社
会
が

直
面
す
る
複
雑
な
地
球
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
単
一
分
野
の
学
理
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
な
視

野
で
多
様
な
知
を
結
び
付
け
、
知
の
協
創
を
行
う
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
、
課
題
解
決
に
必
要
な
多

分
野
の
部
局
に
お
け
る
研
究
成
果
を
結
び
付
け
る
と

と
も
に
、
政
策
形
成
な
ど
に
も
貢
献
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
未
来
志
向
の
も
と

多
面
的
な
価
値
を
論
じ
ら
れ
る
人
材
を
育
成
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
将
来
像
構
築
お
よ
び
社
会

的
合
意
形
成
に
貢
献
し
て
い
く
。

図表２ 評価プラットフォームの一例（広域安定度シミュレータ）
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